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r保育の質」への入間関係論的アプローチ

一欧米における「保育の質」概究の到達点（2｝一

雄勇宮大

1、　ヂ保蕎の質」論議の現在

嘩〉簸｛鼠基準と｛呆＝蕎の質（｛轡麟i電yo牽ea纏￥c嬉継一

　義。｛麟畷縫g欲給轟／ca紛

　今馨、欧米において「保膏の質」は、醗究者の

みならず、旛設・義・打数当縁によって「灘定さ

れ、評懸される≦対象となっている。

　ここでまず押さえておくべきことは、「保育の

質〔の基準擁はいわゆる「最低基準（灘圭雍驚駿搬

sも＆盤透εぽ〔誌擁とは区渉まされて雛る点である。

　たとえば、「質の高い鎌膏」を選ぶためのガイ

ドラインを提｛翼している、親向けのある著｛乍1こは

聾呆膏鐵が認可されて》る　（至重。鱒se麟　というこ

とは最低の鞠遠離な基準を満たしたことを示して

いるに選ぎない。地域の桂会サービス当馬は、た

とえその保育の質についての評懸1結果（ev濃稜掛

t沁撮をもっているとしても、霧に魅してその質

に鷺する雄鷹や評｛藪を握題することはないまと書

かれている。IC簸旗色S鎗w鍵も，ig8溢

　ここで、ヂ最低基準まとヂ保畜の質」が籔磯さ

れている点に注§したい。つま辱、灘定・評簸・

監督され．る　鋒呆脊の質淫　というのは、｛慈来の　「最

低基準」に盛られた再槻的、鞠蓬的な壌§よ幸）も、

緑青の内容やカリキュラムに一一歩雛み込んで、そ

のあηうべき要件を擾示しようとするものなので

ある。

　たとえば、緯齢年のイギリス・児童法（C振鍵一

re鍛Ac窃は、提僕される保育が子どもび）発達に

プラスの鶴果を与えるものとなるよう、深青の

ギ質の改善のために、毎年の監査〔i総脚e七沁麟

と3隼毎の総懸的な審養（review｝（建議全体の

保育麟痩の評繧iを指す）を蕎うよう捲示藩　してい

る〔引璽文中の（タは撰講者が付した、鉄筆講

湧。そして、その実効を挙げるためにつくられ

たF手醗書惣滋δe至蟄窃」には、警呆畜の質纏縫掛

翫y鍾鍛驚擁に影響を及ぼす主要な要素として、

以下のようなものが掲げられている。（参e醤践一

盛e就Gξ幾滋犠，i欝至／

・大入一子どものかかわ瞬合いの性質lt魏

　隠t擾r⑳盤盛磁畷灘i登宅er＆ct童。盆〉

・子ども講堂のかかわ琴合いの性質（t魏懸雛難

　oぞt難e重賞毛er＆cもio簸も8老wee麹。襲墨差《豊re登タ

・グ勘一プのサイズと職舞の人数

・職員の継続性、講練、経験（co魏圭盤童ty，も盤i斯

i貧富a撮ex欝漉贈・ぞsも我鎗

・子どもの発達要求の認識（鷲eG蓼擁娠。費○｛磯量i感

　r磯磁e艶io脚醸＆i醗e4s）

・義と旛設の契約・参撫縫係（もy脚。婁co魏膿ct

　／蜘顧e鷲魏もe細鰹夢盆r磁a撮脚V最er〉

・子どもσ）学習を援勧・購造化する能力（曲墨鐘

　tos聯夢。鷲＆露就r鷺。綴rgc盤i擁r磁ぎle＆瓢搬鐙

・活動のプ讐グラムの権威要素／e艶穣e縫s搬

　脚ぎr継醗。蜜act重畷t鎗s〉

・雇矯と号一ズ建｛業にお鍾る機会均簿政策

　（e奪笹段銭ty　o｛（｝夢夢｛建奮稜嚢圭tぎ　夢（嚢iey　重簸e盈蓼藍。ぎ一

　醗ε嚢も盆鍛（豊seでv重ce（董εi童very〉

　ここには、躍内の人購麗係4）盤i質、カリキュラ

ムの講絞、さら紅は霧との契約鷺孫など．わが醗

の「児童福徽施設鍛懸基準」や「幼穫霞設置基準達

などには盛1ラ込まれていない、内容麟な要件が数

多く掲げられている点に涯§する必要がある。こ

の「手撰書淫は、「力摩キュラムを巡る簡題や、

機会均等、観参撫など1こ目を瞬けている点で、後

来の綾鰐の手群書に捻べて（内容に1…歩踏み込

んだものとなっている達と言われているが（Ve罫
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澄。登鍛護S憩嚢韓、保麿における人靉靆係の盤質

など一見客観韓な講灘がかな零露難毒こ思われるよ

うなものが重視され、しかもそれが「灘定・評懸葺

可能なものとして掲げられ．ている点に、蒋に溢三§

していきたレ㌔

　「保育の質」の監査や評懸が実際どのような基

準でなされているかは、きわめて興稼深い縷題で

あるが、ここでは触れることができない。たとえ

ば、イギ茎ナスでの発童法麟定以後の「保鳶の質達

をめぐる現；蓬の議議｝は、いかなる基準な酵チェッ

ク着ナストを鐸威してその評懸を下すべきかという

当溺の幾麗麗心から、灘定可能なものに張足して

ゼ繰育の質揉を評慰することの縷雰を捲摘するも

のへ、また、子どもの発達を饗す綾謹という定

義から、（発達の観点とは区幾される羅有の視点

としての1子ども・幾・保育者の権稀を含みこん

だ定義へと、その焦点が変化しつつある（Ve膿。簸

a露S無魏韓。これら「保育の質藩の灘定評癒を

めぐる方法譲にかかわる論議の展醗は、懸値・文

箆（の多様性〉の尊重や、「質達評懸の主体の購

い直しなど重要な原遷鶴舞1題を提起するものとなっ

ている（2璽9瞬。

2）ヂ保畜の質」への大鹿縫孫譲釣アプ鶴一チ

　ところで、保育考一子ども鱒係を中心とした、

人聞幾係の盤質の鶏題は、欧米のさまざまなε保

育の質涯評綴iのためのマニュアルやガイドライン

において共通して、ゼ保育の質達の中心的構歳要

素として位置づけられている　（C海嶽研S船脚＆幾

ig821c＆即む幽。

　そして重要なことは、ここ臆年以上にわたる

「保育の質」礒究の蓄積によって裏付けられた繕

果、　きわめて主観釣なプ賞セスである「人靉靆係

の質」が野評懸（薄能な〉墜蝿象と見なされるよ

うになったという点である。

　たとえば、C熱rke－Ste脚継雛ig9碁1ま、「保育の

質涯毒茸究の蓄孝養を要約しな毒害ら、子どもの蓄テ動と

発達に密接に麗達している露つの要霧として、一

つは勃理的な環境、第二に保育者の行動、第三に

呈露7年至2月

カリキュラム、そして第獲菰は墨グ彬一プ当鯵の

大入と子どもの髭率を上げて疑る。

　そして、第二の録音餐の行動に臠しては、子ど

もたちに対する保育者の慈じ方によって、子ども

の被会麟、知的発達が虚宿されることが萌らかに

なってきていると遽べて、たとえば保誉者が次の

ような行動をとるときに発達にプラスに搾繕する

と捲接している。

・応答的な対応（騰錨醗si鴨）：子どもの質閤に

　癒え、そして鞍らの要求に感じようとする

・肯定的な対応（脚s疑ve／：賞賛、微笑、生活

　を盤き生きとしたものに

・受容的な対応（蕊cc鐙細e／：睡！しく達やつ

　た子ども以外の子どもに難しても、子どもの提

　案に縫った辱、耳を傾酵た弩、努力を認める。

・子どもとのや諺取弩が知的1こ豊かである　（塗一

　fGr盤aも重v8搬彊t琶racもi脅蔓sw玉籤畿8c演6e鑓／l

　理蜜、説聡、課業を与える

2．力睾ノキュラムの交善柔，疑：較青鷺究の推移と

　　　　　　紅大鷺関係」的要素への注§

　以蕪述べたように（大宮、欝§緋、「保育の質達

への縫心をもたらしたのは、アメ喜ヌカ合州轡にお

ける幼輩琶教育・発達毛㌃建学拳葦究の進展、とくに§倉

庫代以降轡家レベルで推進された．「不羈な環境

におかれた子どもたち（毒sa媛膿麓鋸綴。姫搬r磯擁

に対する幼晃教官（e継鞭盈艶r粍魏沁麟プ灘グラ

ムの展醗と、その効果灘定（ev＆蟄誠露盤。£

罪鰓膜盤3登8蕊S）概究の威祭である．

　ところで、「保蕎の質まへの涯目は、ゼ質の高秘

跡晃教育プ露グラムが子どもの発達への欝定的な

勤果を実証した」ことによって嬉まったといわれ

ている。（なお、「質の高い幼発教鳶プ巨グラム」

とは、瞬じ幼艶教奮（餅盤y塗も8r聡鍛壼。麟プログ

ラムとはいえ、｝髭磁St＆rtP罫。診。もで実擁された

通常のプ臓グラムに匙べると、大学の硬究者が直

接翼わ琴ながらかな静の好条件の下で蕎われた、

実験的プ欝グラムex夢e雄猫2凱盆騨G蟹＆騰のこと

をさしている。〉
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　そこで、アメ饗力合州馨1こおける幼鷺教育プ聾

グラムの鶴果養舞究、特に実験的プ濃グラムに関す

る覆究の展麗の申で、「保育の質」の鍵麟要素と

して人瞬縫孫の盤質への注§が登場してくる経緯

の機略をおさえておきたい。

　とはいえ、覆究の蓄積は膨大なものがある。こ

こでは紅実験的プ窟グラムまの代表格とでも言う

べき費鍵響P艶sc麺虚P覇εむt一こ¢プ欝ジェクト

は、幼冤教畜がもたらす発達への長鱗的・持続麟

な効果を麟麟な形で実証し、ヂ保欝の質感への続

会的縫心を一気に高めたものといわれている一の

中心メンバーであるSc塾饗盛腹筋3貰、We敷arもらの

匿保管の質逢に臆する露後を手がか陰として、そ

の経緯をたどってみたい。

粋力琴キュラムの「構造化」飯説

　60卑代半ばに始まった幼箆教育の効果醗究の当

霧の最大の縫心事は、もっとも効果的なプ資グラ

ム（難。縫曹餐g蕊舞e群雛騰G縫餌（選鍛難／を見いだ

すことであった。その醗究の大半は、家庭で養育

された子どもたち（co董詫r（〉董9驚。饗｝／と、幼冤教官

プログラムに参撫した子どもたち（雛脚質驚e鑑盛

琶ro雛轡とを、長難にわたって遺跡概究を行うも

のであった。その効果の灘定は、主として知能テ

ストやアチーブメントテストによって灘定された

知的発達を指標として行われた。そして最終的に

は、異なる力婆キュラムをベースにしたプ纂グラ

ムの鶴果を楊互に比較することによって、どの力

芋3キュラムがギ最良のアプ欝一チ」であるかを瞬

らかにしょうとしたのであるG

　いかなる力琴キュラムが、子どもたちの発達に

よ辱大きな、持続麟な景ヨ響をもたらすかという問

題に支書する擁答1ま、奪｛斐の椎牽多ととも毒こ二1転≡三転

ずる。難事では、アメ琴力合」州羅紅おける幼箆教

育プ讐グラムの効果羅究や力琴キュラム箆鞍懸究

の推移の全体状溌については、Go薙癒鰺鱗／と

Ci義血e－S総w灘t（欝欝1を参考にしながら、その

経緯をたどること1こする。

　当務（§§年代後半／、多くの礒究着たちに共通

していたのは、次のような仮説であった。すなわ

ち、子どもの知的能力の梅．とに重点をおき、継ナ

ルや反復練習を多矯する．授業中心の力確キュラ

ムが、縫会的鋳緒釣な発達や遊びの串での交流を

重視する伝統的な保育学校の力饗キュラムよ弩も

大きな熱集をもたらすであろうということであっ

た。（この時難、数多くの幼箆教育力琴キュラム

が器発されたが、今・欝では労蓄ヌキュラムのタイプ

がおおよそ①8箆i総野馳竃3至難麗に代表される直

接麟教授磁rect一並鏡罵。媛。捻モデル、②ピアジェ

の発達遜譲をベースにした認知発達cog資搬賂

蝕v9主脚盤膿tai／購造主義む。盤t欝ct量v童蕊モデル、

⑤1感覚認知S艦sory－C｛層搬も短ε／モッテッソ一書タモ

デル、④遊び中心の転統豹保育学校実践モデルの

護つに盤分され、①が簸も夢構造化3されたもの

とされ、㊧が簸も構造化されていない。夢磯と言

われるのiが選1常である〉α

　そして事実、フ欝グラム終了直後の知能テスト

のデータは明らかにそうした結果を示したので

ある．

　轡e嶽鍵もは、6β年代末の時点でこれら6〉幼発教

畜プログラムの評懸藩究を踏まえ、次のように遠

べていた。「塾わ纏る伝統的な方法と、構造乾さ

れた方法との聡の論争は、決藩がついたように患

われる。縁続的な保；濤学校盤畿r総rヌse翼。倉魏ま、不

覇な環境におかれた子どもたちにとって、幼箆教

育の基本舞標を達成するには葬効果縫である達と。

（M縛εr，i§7iよ琴重弗

　つま辱、この鋳点ではカ1タキュラムの「権造｛ヒ

の程畷が決定的な要素と考えられていたので

ある。

2／「叢濃のカリキュラム」探し鈴挫犠

　しかしながら、長難溺にわたる追翻議轟究の絞果

が購らかになり始めた驚年代後半から8（｝奪代薦半

になると、様報が大きく変わる。

　有力な縦籐醗究のデータを再櫨詳し総低した

Co擁s（｝罫iも簸鶏糞謬圭（｝簸塞垂£疑（蓑擁a茎sも琶（鼓esをはじめと

して、多くの砺究が、保膏を経験した老と保育を
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経験しないものとの懇には、その力琴キュラムの

タイプの圭蓮いを鵜わず、知能テスト、アチーブメ

ントテス》、遮蔽動機の趨さ、学校での地覆（轟

絞事業、特殊教養経験〉などの点で一貫した勤果

を確認した。しかしながら、異なる露華ナキュラム

の縫には、一貫した効果の違いは晃疑だされなかっ

た。

　瞬時難に、ヂ構造乾の程度」が異なる三つの搬

サキュラムの勤果箆鞍懸究硬魏簸麟／Sco脚

PreS轟○繍。慰r童C蟹無難翫嶺6y）を実施したWe汝鍵宅

らも類轍の詰柔を得て、次のように遊べていた。

（なお、ここでいう「購造イヒの程肇斐まとは、「子ど

もと教麟のいずれに、活動を始める縷縷とそれに

対応する義務を負わせて塾るか」という観点から

定義さ蕊たもので、具体的1こはギー嚢の活銚の中

で、教麟によって設露され、その達靉靆標が墾示

的毒こ糧定され．ている活動の鋳賜力書長い1ものを

「構造建されたま力琴キュラムとして塾る。1

　ギ購造乾まの程度が異なるにもかかわらず、子

どもたちが鱒歳紅なった時点での知的能力や学業

議1績の点で、秀ぞフキュラム懇に差が見いだせなかっ

たことは、「幼児教鳶における中心矯題が、は辱

構造髭された1がタキュラムの選援にあると考え

ら農ていた蟻時にお塾ては、驚くべきことであっ

た葺と遠べつつ、そうした事実をもとに、幼発難

のプ賞グラムの成功にとっての基本条件は、力蓄ナ

キュラムの特定の瑳譲や購造化ではなく、そのプ

蟹グラムの実施の質であるとWe搬覆もらは結識

した。

　具体的1こは、「瑳職積鬱の充実、講究者1こよる

指導監督、高度の講練を受けた教締、教麟一子ど

も比率の高さ、適窮な教線量の確縁」などの「プ

麗グラムが実施される（＆δ狙搬誌糖re盛＆綴○齢r盆一

驚麟方法」が高い水準にあることが、効果をも

たらしたと解釈したのである　（響e盈鍵t饒譲．，

ig781wむ敷arも，i§87ラ。

　つま陰、幼発教官フ欝グラムの長驚麹な発達へ

の効果が実証されたことと、その麟果に力琴キュ

ラム闘の差異が晃塾だせなかったことから、いわ

ば「最良の力琴キュラム達探しへの羅心が弱まる

ig欝隼i2月

一方で、ヂ実施の質的条件淫によって効果は大き

く左i右されるのではないかという着醤か強まって

きたのである。そしてそこに、ザ保育の質」への

養鰻が生まれてきたのであった。

3〉雑会誌発達にもたらす難果の差異

　しかし、W窃絵幾らは、その数隼後の欝総隼の

礒究鞭皆一この報告は、薦記職ε銀鱗／Sco脚

費rεs撫G撲C蟹ri綴沁購St磁yのS隼後の継続懸究

である一の中で、養護iとはまったく異なる見解を

打ち謹1すことになる。

　すなわち「ここ数庫の翼、私たちは黙e蚤｛逡難

／S岬ePres磁oO璽C簸rr孟磯i膿Sも誠yの当擁の結

畢を、匿いかなる運譲に立興する（力琴キュラム〉

モデル曇に基づいても、質の高塾幼児教育を舞舞

鐵すことができるという事実を示すものとして解

殺してきた。しかしながら、この篶歳の時点のデー

タによって、そうした結論を維持することはでき

なくなった。現時点での最新の解萩は、まだデー

タは薄弱ではあるが、質の高いカリキュラムとは

ぎ子どもの警発的学饗活鰯に基づいたものであ

るというものでなくてはならな》弓と。（S磁w繧聾

暴飲eもa茎．i§86，撃。③

　こうした詰論に至った硲慧、15歳時点での追跡

調査の結果、比較された三つのがヌキュラムのう

ち、もっとも餐奪造｛ヒされた「直接舞舞教授（豊童rsc毛

玉麗t難航ぬ簸幸心のがタキュラム」に参撫した子

どもたちの社会緯行重墾ま、それ以外のグループの

子どもたちに箆べて問題が多いという結果が生じ

たからである。すなわち、このグループの子ども

たちは、飽のグループに跳べて2倍の趣致の葬行

を（自己／穀告し、家藪との縫孫や学校への参簾

童欲・達成動機などの点でも低い結果が瞬らかに

なったからである。

　しかしこの醗究は、「直接的教授」のカリキュ

ラムの欝1発着たちが指摘するように　（Bere髭＄r

鰺8赫、方法i論士の欠点（サンプルサイズも小さ

く、また箆較に醗えるだけのグループ聡の属盤毅i

麟もなされていないなど〉をもっていた。にもか
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かわらず、W琶嶽鍵もらが、強継調子でゼ直接的教

授1の力咳キュラムを幾甥し、子どもの啓発姓を

基点にした力琴キュラムの優位性を説いたのは、

鞍らが藁蕎して行っていたもう一つの縦藪韓究の

輩黍果1こ負うところオ｛大きかったむ

　その藩究1まPerryPres磯。盤Pr奪εc宅と名｛サ諺ら

れたもので、Wei醜貌らが盗ら鵜発したがタキュ

ラム｝蓑麟／Sco鉾C琶翼i繊懸盤を経験した子ども

たちと、家薩で操畜された子どもたちとの発達の

比較を試みたものであった。

　従来の馨窪種の養葦究では突舞能テスト峯こ大きく鯵こ存

した効果灘定を行っていたむに対して、この講究

においては多様な指標が稽塾られた。その絃果、

欝歳、欝歳、2§歳のそ農ぞれの時点において、

「就学状溌（高校卒業、大学進学／、学稜での寧翼

（sc勧。璽韓＆舵撒綴t／（特浅学縁経験、留隼経験！、

就業、箆罪、爵代の麹簸など、人生の成聴を左右

する重要な指標において、傑育経験グループが経

験して塾ないグループに比して畷らかに嚢好な緩

緩を彗翼めたというものであった。（3e劉じ璽｛詫農一C艶獄む嚢も，

饒a里．，鎗縫；s磯騨e墨蕪鍵t鎌6We激＆rも，ig総，

婚§2／そして、その麟的な鶴果の発見と、その幾

果を経済的に算定した結果、その’プ鶴グラムは投

資額グ）7賠の蒋益を後会に還元するものだという

結集が発表されて、アメ解力合癖緩の幼晃教育へ

の公的縫与に関する量鵡は麟麟に変銘したといわ

ているσ（大宮、至鱒瞬

　さて、こうした麟的な効果をもたらした要霞は

簿なのか。被らは、青年驚の野絞豹3を予示する

要素を分暫した緩栗、保蕎経験グループの郵学校

参擁の意欲（cO鑓薦詫灘e鼠to　s磯OG至麩霧Mの高

さ一「学校隷楽しいか」「宿題をやっているか」

などインタビュー醒答やヂ学校への積極麟癒纏づ

1磐のなどによって灘定されたもσ）一が大きな影

響をもっていること、そしてそれ力竃幼墨琶難の撮育

経験の有無と強く蔑達していることを晃塾だして

次のように達べている。

　「｛小・中学校難の1学校参撫の意欲という要

霞は、驚く縁ど強く鰹の要獲との関連が見いださ

れた要馨であった串それは、（幼箆難の／教麿に

よる藝隻手妾麟な影響壽｛認められるととも1こ、学校で

の絞績とも強い縫連を示し、さらに（青隼難の！

舞行事減少と強く縫達していた。」そして続けて

瞬蕎の直接鶴鶴果というものは、知的な蜷嚢へ

の効果だ諺ではなく、勇機づ諺麟な鰭嚢からの効

果が大きい諜と結論している書（S畿w磁轟蓋段魏a』蟹置

We癒鍵も，ig細

　W磁藪農魏は巨》8rryP難sc｝K｝鍵St蟹墨yの結果を

考え合わせると、俘地張塾／SCG脚Prε一s磁oo墨

C継i澱慈搬St磁yで見いだされた痘接釣教授力辱

キュラムのグ卿一プと麹のグループとの聡では／

その後さら1こ違塾が拡大することが予想されるま

と達べている。欝eπy　Pres磯oo茎St磁郵こよって

明確になってきた、幼箆翼の教育がもたらす歓会

麟発達の鶴集の持続性と波及姓という事実が、強

い講子の藪定をもたらしているの1ま鞠らかであ

ろう。

　先にも遠べたように、当襖の力琴キュラム比較

醗究の際には、魑集灘定の手段として知能テスト

やアチーブメン｝テストがもっぱら使われた。そ

の灘定方法の備髭｝が撰薄暮されると共に、多重蒙な指

標で効果灘定が舞われるようになって、難能テス

トでは検鐵されなかった力琴キュラム矯の織舞iで

はあるが重要な差が、縫合嚢今感椿麟な発達の差異

の中に確認されるようになっていくのである。

心保麿にお雛る大震擁孫的要素への淫目

　当祷は、知能テストで計灘される窯麟能力が、

幼晃教欝の維…最大の醤擦とされ、そのためには

かヌキュラムの「撰進髭」の程度が子どもの学習

の歳果を大きく左右すると見なしていたWg塗灘も

らは、このようにして麟果の捲擦としての歓会的

感椿約発達の重要性一これこそ、伝統的な繰奢学

校において重視された霞擦であったのだが一を強

調するに至るのである．

　そして、これを踏まえて、保管における人灘幾

係の質を、子どもの学習環境を購威する決定麟に

重要な要素として注目するようになっていく。

　We三熱rtらは、なぜ、高度に購造影された直接
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曲教授のカ》キュラムによって、続会姓の発達が

停滞するのかという問題鉱麗して、その薩能な解

毅の一つとして次のように違べている。「（反復練

欝を重視する授業申・むの力琴キュラムにおいて／

子どもが大人から指示を受け続諺、その窪主盤の

発揮がいたずらや失数として取零扱われるならば‘、

子・どもは警己の能力発揮についての罪悪感を持ち

続け、甕雛的に簿かを行う能力の学習の機会を羅

害されること1こなろう。蓬「幼鳥竈は、教嚢霧や誉寧翼と

の人懸灘孫と、（授業の中での／知識の獲得方法

の講者から学ぶ跨である。さまざまな力琴キュラ

ムが与える知識と、保育の串で子ども自身が学ぶ

知識とは構等の（効果をもたらす／ものだといえ

るが、縫会的発達への影響1ままったく異なって》

るのである嘘　と。　（Sc銭轡e童盤釜arも駐獄量We蓉｛島r毛，

至§8彰

　ここで注§すべきことは、W奪壷灘tらが、保育

の場藪において、大入からの搬承の頻度や子ども

の活動・麗心への癒答牲・感受性など、大入と子

どもの籟互の隣わ辱　（搬te盤。敏購）の性質を、

ヂカ｝声キュラムの質感を簿威する重要な要素の一

つとして問題にしはじめているということであるG

そして、露琴キュラムのちがいは、大入一子ども

の、あるいは子ども清士の人欝欝係に異なる盤質

を与え、それが子どもにとっての異なる学習環境

を偉離塁し、その結果としてプログラム幾の効果

の違いをもたらしているのではないかというので

ある。

　カリキュラムの鶴果の無二鞍覆究は、保育の経験

の有無でグループ分けした子どもの発達差を後患

するという、「保蕎の複雑なプ鷺セスを考慰しな

いあま瞬こも単純な覆究玉織農癒e畿ew鍵毛，ig82〉

と擾1串彗される一藤を持っていた。　しかし、難的・

桂会麟発達に及ぼす効果と、馨常の保育プ霞セス

の中に認められる入閥；縷互の縫わ軽との霞菰強墾

関連の存塵iを実譲iしたことによって、複雑な保膏

プロセスの中に認められる入露橋互の麗わ弩の中

に、保育の質を左右する決定的要獲を探む鐵そう

とする藩究を産みだしていく契機となったといえ

る。

皇鯵7隼i2羅

3．保育者一子ども雛係の質的羅究の動向

1）燧々人の資質・力量に還発できない保費巻心

子ども撲翼系の質

　以上のような韓究勤鶴の中で、幼晃教育プ覆グ

ラムは子どもの発達にポジティブな効果をもたら

すものであること、しかしそのためには質の高い

フ露グラム（娠麟趨盤歴誌￥夢r鰭嬢猛）でなければな

らないこと、その質を講威する要獲は「実施条件

の質」ヂカ》キュラムの質涯をはじめ多様なもの

が考えられるが、保育の場において保糞蓄と子ど

もたちがで乍辱鐵す人聡獲1係の賛意、もっとも重要

な要馨の一つとして注§され、「保畜み質」醗究

の対象となってきている。

　以下ではノk欝茎漢1係嚢勺要素、とく毒こ保；薄者一子ど

も縫孫に焦点を当てた「保膏の質嵯醸究の3つの

事鰐を紹介する。

　ところで、保膏における入濁幾係が子どもの発

達に大きな影響を与えるという指摘や、賢頭毒こ示

したような「感答麟、欝定離、受容的3な保膏者

の麗わ酵の重要牲などは、あらためて欧牽1の講究

勤麟を参考するまでもなく、属知・窪明の理のよ

うに見えるかも知れなレ㌔しかし、わが麟におけ

る保育者一子ども関係の質に聴する議講は、探書

者餐1人の資質によって左着されるものとして揮さ

えられる繧癖が強い。それに対して歎米において

は、鉄下紹介するいずれの醗究も強識しているよ

うに、保育者一子ども縫係の質は、麟を単粒とし

て形成、決定されているという結講を導き鐵して

いる煮が量主§される。

2〉保鷺考一子ども縫係の質と露内の人聞縫係

　はじめに紹介する覆究（G＆雛a論義＆難義W｝玉詫e／

は、イギ琴ス・灘ンドンの§ヵ所の像青簾（達＆y

麟難破麟　を縁象になされた麓設問の「保育の質達

の箆較醗究である。これは、」．8r磁erが中心となっ

て行ったイギ喜タスの保膏麟穫：の総合的婁態調査磯

究（〉x窒or（量P童e叙〕勲GO墨Rεseaで（）難Prolecもの一環と
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して実施されたものである郡

　その方法は、いわゆる翕然観察法に基づいて、

霞での墨来事を一人の子ども、または一人の保育

者を幸心にして記録したものと、保育者へのイン

タビューを資料毒こ、繰育1翼の「｛呆欝：の質」に｛酵フ夢

瞬題オ婁なも逢妻、を欝…つたものである。方法はきわめ

てシンプルだが、その捲写は保育者や子どもの感

婿や息づか》まで伝わってくるような生彩を敏っ

ている。

　①保育者一子ども縫係の性質

　さて、この覆究の絃1論は次のようなものである。

　rある保奮鑛のある子どもの生活の質（鱗a猛y

o欝i髭1を決意するもっとも基本釣な要素は、大

入の子どもとの擬に存在する聡係の質（撫e屋綴

。｛rぬも油s胸髄texists藝et騰磁＆翻ts＆寵

磁墨継r醗〉である。大人も子どもも共に充実し互

いに満足するような一欝が確保されている騰と、

大人と子どもとのあいだに常に争いや混蔑が生じ

る亀験にさらされている霞との闘1こは、大きな違

いがある億」撃．6鱗

　さて、保蕎考が子どもと取翰結ぶ擁係は、脊定

鵬§係（夢OS癒ve＆iiia駕君）と否憲蠣係（簸e騨呈ve

藏簸欝総／の二つのスタイルにわけられる。その

二つのスタイルは、それぞれ次のような特籔をもっ

ているとされている。

　誉’定的な穫1係がみられ．る保育瞬においては、

野子どもというものは、適認な目的に肉かって自

分を方向づけるだけの責任感と能力を有している

と見なして》る。従って、子どもたちは嚢分の活

動を自分で選び、集懸での行動の決定に参撫し、

集懸生活の（疋撹の1一員として鴛動ずるよう鍵

される。一一保育着意、子どもたちが保育考との

瞬で目的や意緩を共有し、瞬様の難待をもってい

ると盤じているかのように、子どもたちに対して

振舞っている。こうした接透方法には、行動のもっ

とも有効なコント蓑一ル1ま、大人によってではな

く子どもによってなされるという考え方が、暗黙

の内に含まれている。こうした状溌の下では、大

人は子ども自身の発達しつつある内約な嚢己コン

ト欝一ル能力を育て活濡することが鰯待される。

大人の主たる役轡1は、ゼ警察官垂ではなくゼモデナ雛

となることである。こうした状態にある保育羅を、

私たちは郵肯定的幾係遷にあるとみなす」。留．7繕

　「子どもにづいてのもう…つの見解によれば、

子どもは基本的1壌己統餓ができず、それ準え大

人による監督がなければ長続きする蕎動を行うこ

とができないとされる。至建って、行i勤の綾潔藝ま、

子ども壼身の中に欝ってくるカによってなされる

のではなく、外蜷から与えられるべきものとなる。

子どもというのは、進んで謡を聴こうとはせず、

食べ勃は食べるよ弩投げる方が好きで、本は議む

よ鯵破る方が好きであ琴、友だちとは一緒に遊ぶ

よ辱ケンカする方が好きであるという、恐れとい

うか確馨に近い子ども観をもっている場合には、

（保畜考と子どもとの潤に／欝定離鷺孫は存窪し

得ない。そして、そうした子ども観をもつことに

よってその見方が麟申するチャンスは遜躍釣籠塔

太し、そこに悪籟環が作吟醸される窃そこに縫係

は存住するが、それは否定釣なものであ陰、大人

と子どもとの溝にはトラブルの多い縫係が徐々に

舞舞だされていく。ユ鯵．7麟

②交儲の様式に表れるく麗孫の質〉

　この羅究報器の興味深い点の一つは、上記の二

つの婦照的な保育者一一子ども離係1ま、繰鳶者の意

識や考え方のパターンや類型を指すものではない

ということである。それは、実鰹の保育場藏で観

察さ震た事実に基づ継て識騨された、行嚢や会姦

や習慣の差異である。

　具体釣には、表（次蚕／に揚げた「子どもの製

｛乍品の展示のスタイナレ珪ド子どもの1欝題そテ動の統

麟1方法斐「素韓・環境の綾絹方法涯「コミュニケー

ションの様式まなどの項醤で、保育者一子どもの

関係の性質が識劉されている。そして．「保育者一

子ども関係の欝定盤・否定盤は、多様な方法で験

誕されるが、講者み離の対語の様式慧、申でも覇

白な検謹が薄能である。（強調1ま引灘老君と遠べ

ている。

　そうしたヂ対語」の典型麟な一否定的麗孫の一

事縫の一つとして耀介されているのは、次のよう
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なエピソードである。

　　絵が叢かれた紙切れをもっている子どもにむ

　かって、一人の職員がのぞき込みながら言った。

　夢ディーン、それはあなたの／絵うですか。あ

　なたが織いたの？　見せてくれないかしら．こ

　れ隷あなたが掻いたの？ま

　「トレーシーが撓いたんだよ。鞍女が幾のため

　に描いてくれたんだ窪と、その子は無曝気に応

　えた。

　　その教懸は、あたかも一流美術品の蟹舞でも

　調べるかのように振舞った。

　ギそう、トレーシーが難いたのなら、あなたの

　名薄曇まぞ窪きませんからね藩

　　子どもは黙ってその絵を愛繧と辱、それをと

　ても小さく新諺畳んでポケットに詰め込んだ。

　　保育者は講僚σ）方を霧いて、から；かうような

　調子で言った。建業いたのは『彼女です曇って

　よ、、私は鍛溺から綾女が鉛筆で捲いてるところ

　を見てたのよ。藩

　この事擁について次のようなコメントが付諺ら

れている。

　「もちろん、（保育者による子どもの憲馨の〉

誤解はいつでも起こりうるものであるが、このエ

ピソードのポイントは、その子ども譲保育考を歎

こうとしているにちがいないと恥う大入の先入観

から、こうしたや奪取善悪ず生ま童形たという点1こあ

る。自分の名簿を絵に叢き込むことは、その子に

とっては作者の名篇ではなく、所有者の名藩を童

練しているに遜ぎなかった華しかし、そういうこ

とは、その保育者がもつ、子どもというものにつ雛

ての基本的な晃1方の中には存在し得ないことであっ

た。さらに、その保育考は、その絵がディーンの

ものではないことを（叢搦の質縫舞鶴から1すでに

難っていたことが、蟻：後の会議から醗らかになっ

て疑る．つま辱、イ痩女の最毒響の質馨舞は、　｛霞分毒｛

作者だと見せかけようとしているにちがいないと

保育者が患い込んでいた）その子のごまかしを見

破ろうとしてなされたものなのである。」毎．7葺

表 保育紛麟鵬籔の重な琴〔G麟鐡蝕撮W翫e，ig欝，夢i2卜i22の表の披鞠
　　　　　　　　　　　　　　　く馨単錘の保葎餐一子ども幾係〉

賑1懲懲瓢諸司
i子どもの緩期蔽褒として飛さ汽て繊そのためたi

iく　　　　　　　　1
…馨襟驚静暗鷺鰻綴叢1

鵬繕鱗轟轟難磐ダ　州
隻勲窓勢ナでなく烹揚を麟するために諜鞭刻

i麺醗物臨をするとき騰二も、織耗子ども一のi
i（愛薦表現や慰めの）身体釣なふ就合疑行銚が見られる。

　否定鵬馨働書ε滋艶慮i継ce

一一一 Iの大三審・グ）時舞舞裏、大人力糖夷定した濠誕鋳で差∫られ。、大人力蛍

活動を欝1熱し、コン←蟹一序している。（大人牢・C毒

二野どもの｛餐品は、　大勇、び〉基準善こどれ。だけ垂つ計レ薄たオ～’で盲撃慧iさ

汽てお諺、そのため少数の「模籠」が盤iってある。

購題背嚢へのコント蟹一ナシは、重重決壁のスタイルで。／大き1
な声で、はじめからトラブ浄を予想した調子）

静かにきせようとする試みが頻繁になされる。敵産の表琴詮は耳

許されていない。

操薄者は主として樗かを伝達するときにだ緯舞葉を養う自

身の蟹弩の欝蓊鬱．鶴には、勢体的なふれ合い行舞は嶽とんど
発られな観㌔

〈採毒嚢標の璽点＞

繊的鶴縫製第．歩踵要蠣雛娩勧、蘇憩
のような、明確な教官的活動は喜産しない。　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

難鰯簸〔設え蹴や齢教育）を強識、粥紛教副
購こ基づく謙　。aが離する・　　　　1

（子どもについての基本麟見方＞

薩懇懇麟郵券議麟副
…

子どもは轡分誕とって韓が一番いいかを霧齪する力に欠葬る。1

擦大喜はっ嚇鋤砂ゆ一富繍毒焔構版ぱ・鮒i
iの感鷲や懇痩が講整できず澆齢してしまう。　　　　　　　i

〈職興幾の大饗鍵係〉

飛許どもと舞雪垂袈大λも一一権聾σ〉垂麹三笠した入婚として尊重さ才しる雰i

鬱気があむ、運営は畏主艶紅進められる．　　　　　　　　i
i若い職興は奪輩の職翼よ妻帯罷さに欠経ると髭なされ、運営
が上下的振麗鍵。溢£な依繭で終われている。
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　この飽にも、保育者が鴛う子どもへの霜葉か諺

が、いつも「イライラした講子でま行われる保育

瞭1と、そ津tとは女童舞銭嚢奮1こ「声の講子だ象手力》らは、

その書葉が大人に肉かって発せられたのか、それ

とも子どもに対してなされたのかを舞雛できない」

ような婦等な会誌になっているのかが、保育璽に

よって異なっていたとしている。

　そして、これら越象となった保畜鑛を、観察さ

れた項馨ごとに「轡定的雌「否定的」の二つのグ

ループに分けると、ある藝饗は大半の項護で「欝定

的」な関係が見いだされるのに対して、驚の羅で

はほとんどの項、目で「否定麟諜な聡孫が晃塾ださ

れたとしている。「ある露では当絵鋳のスタイル

が麹の繕では擁タ冬的なや辱方になって雛る雄（欝．欝欝

と遠べて、瞬を単粒とした保鳶者一子ども関係の

質の違いが存在していると結論している，，

③＜條蕎者一子ども閣係＞を媛足する要鶴

　この羅究のもう一一つの興練深炉ところは、｛呆育

者一子ども鷺係の質が、灘紅よって異なっていた

という点である。そして、園の鷺での入靉靆係の

質的な差異に直接結びついていると思われる要馨

を二つ指撰iしている。

　まず第一に、保蕎曇擦の重点が子どもの認知的

技能（ε鰭麺盤ve鰍灘s／の発達におかれているか、

社会的締緒的（soc沁e獄ot婚葺ai）発達におか幾て

いるかということカ｛、保畜霧での生葉善のスタイナレ

を蓼整常毒こ大きく媛足する要義だということである。

　いったん、認知的技能の獲得が保育の重点とな

ると、以下のような事態が「自動的に轣轆。盤盆

lca至聖yM生じてくる。すなわち、なんらかのレッ

スンの時鐸に大きなウェイトが置かれるようにな

陰、rこの種の縫融ま、漉熱ないしはおしゃべ辱

の擁麟を要求する。そうした時聡内で保障される

おしゃべ畷ま、その時の課題に縫達することだけ

に隆定される．子どもたちにその課題をや琴遂げ

させ、課題からの逸貌を鞍ぐために大入からの舗

醸が超えられるようになる」。撃．緯7一欝8／

　それに対して、縫会的感椿の発達が主たる保育

馨繧になっている露では、ギ一襲の大半の時聡、

その権威も人数も子ども議舞が選んだグループの

中で遜ごすようになるぴ一一ある程度のおしゃべ

りは許容されねばならない。というのは、そうし

た八開縫係は流黙の中では進行しないものである

から。欝分のことや患ったこと、鐵来事などにつ

いてのおしゃべ1｝は許されるだけでなく、奨励さ

れる。大入は子どもに慧して竃容であろうとし、

子どもによっては選ばれた目的に対して協力的で

あろうとする。」（夢．欝霧

　第二の要馨としては、その撮育獲の基底にある

子ども観のちが塾が挙げられている。それは基本

的には、ヂ子どもたちが行うべき活麟を決定する

のは、子ども自身であると考えるか、大人である

べきだと考えているか3というちがいである。

　子どもを嘔有の二一ズと性格を持ち．愚考と

感椿を寫する独立した鶴人と見なしている涯保壽

瞬では、一馨の活褻は子ども病身の輝籔で選ばれ

るべきものになる。それに擁して、「子どもは大

人によってコント欝一ルされしつけられなければ、

分騨のない徳動的な存在である」という子ども観

に立っている場合には、「縛が適切な活動である

かは、大入，だ諺毒聾実：定できる重ことにな諺、一馨

の大半の時鷺の活動や欝標は大λによって管瑳．さ

れることになる。講者を「子ども中心のアプ駿一

チ」、後者を「大人讐享心のアプ瞳一チ3と名盤け

ている。

　この醗究報欝によれば、第一の保育醤標の重点

の置き方と、第二の基本的な子ども観とはまった

く符合するものであった。つま鞍、子ども中’£・の

アプ資一チをする購纏縫会的椿結約欝榛を重視す

る像育灘であ辱、それに無して．大人が優位に立

つアプ資一チを行っている霞では、認知的発達に

力点が置かれていた。そして、藩老の條育懸にお

いては鴛定鶴な保育者一子ども欝係が、後者の保

鳶灘で1ま否定的な幾｛系が生じる額捧矯繋怨められ．た。

（夢．i鱒4i茎／

　さらに、この講究鞍告は、保育者一子ども麗係

の質麟特籔は、その保育灘を構滅する大人たちの

闘の入靉靆係の特籔とも重な1ラ合っていると指撰i

している。
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　ひとつは、職舞闘の入靉靆係の質である．すな

わち、若くて経験の浅い繰青餐に対しても、保育

ま二のかな弩の独立性を与えるような「民主的な運

鴬（6e欝craも墨cstyieseぞ簸。凝灘醸暮e難e撹〉」

がなされているか、あるいはr一薩の保育の流れ

を決定する権縷が、一入一入の保育者から奪われ

ているために、保育者の役離縁単に、誰か飽の入

から与えられた課題をこなすことになっている斐

ようなヂ繕磨的な運営（＆遍er＆r磁。　styi奪s　o｛

盤＆費＆菖e欝鱗麟盛となっているかという鶴題であ

る。このような運営の置罷主主1義という穣謹題1ま、実

は基本的な子ども観と表裏一体の縫係書こあるもの

で、子どもを独立した懸人として蓉重する子ども

観に立っている場合には、若く経験の浅い繰欝考

に対してもその独立性や発言を尊重する騨係がつ

くられるものだと捲摘している。

　もうひとつの奪寺簸は、蔑と｛呆奮藤窪との縫孫1こか

かわるものである。すなわち、保育＝醗と親が共織

して子育ての責任を挺おうとする関係（s雛r搬菖

res登。盤泌i垂詫ywi撫磁ぞ馨r磁tslにあるか、そ

れとも聾者の灘係は「支払われた保育料に見合っ

た保育を提婁する達というビジネスライクな契約

縫係にあるかという聾題である。後者の場合には、

｛呆育者は霧との爾に共1馨・信頼溺係があると実感

することカ｛できないために、馨分の｛主事毒こ支書する

否定的な感精にとらわれたむ、あるいは逆に馨ら

の監事の意味を「知的教潮の串に見いだそうと

してレッスン偏重の保育に傾霧していくことがあ

る（そこに、保畜馨擦の重点が「認簿的技能の習

得まにおかれ、否定朗な保育者一子ども縫係藩が

生じてくる）と指摘している．

　④鰯獲麟雰醗気

　9力勝の｛呆育鼕鼕での｛呆育の観察とインタビュー

に基づく「保育の質淫醗究の結譲1ま、質を構成す

る中・む的要素が「保育者一子ども欝1系藩にあるこ

と、と瞬時にその麗孫の質は綴織体としての保育

醗が寓している飽の特質、すなわち保育目標の重

点、基本的な子ども観、保薄懸の戻老醜運営、親

との共瞬豹鷺係などと、密接に関連して形成され

至9留年稔弩

ているものであることを鱗らかにした尋

　繰脊者と子どもとの縫係というのは、その共遜

生活の中で起こるさまざまな愚来事の中で、藥一

亥彗と変銘する子どもの状溌を議iみ取辱ながら．き

わめて篶時幾のうちに甥翫された行動の連な鯵か

ら溝戚されている。それ横え、それはきわめて状

溌依1存的なものであるし、保蕎者の魑盤iによって

も対日癒の仕方は大きく変わるものであると考えら

れよう。

　しかし、そうした状溌の多様牲や保育者硲郷盤

を超えて、保膏者の子どもへの対癒のスタイルを

一定方講に焼麟する要露が、保膏露を単位として

存慶することを、この醗究隷瞬らかにしている。

　この藩究を要約した報賽の中で麩r麗麗（欝8轡

ぱ、保育欝が績織として有している懸嬉観は、次

の獲つの入醗縫係的な要素に影響を与え、保膏実

践を方肉参堂鍾ていくと運べている。

　A　保育者一子ども縫係（僉議蹴。麟：大人と

　子どもの接鰹の種類。大六が子どもを仲購

　織豊鞍1とみているか、それとも管理の媛象

　（磁重もy毛曲ε灘盤鮮／や敵責拷（o脚。驪竜）

　と見なしているか。

　8　子どもの解萩1子どもの行嚢を解験する綴、

　子どもたちの内的な動機・意麟を瑳解しようと

　する「心理学鶴アプ霞一チ嘘をするか、道徳的

　な基準・蔑疑彗に従っているかという視点から料

　定する紅遊徳的アプ欝一チ窪を背うか。

　C　麗懸案テ動のコント霞一勘：交書決と禁鑑のス

　タイルで窄テ動統舞舞を孝テうオ》、糞垂議と合意轟こ基づ

　いてi統鱗するか．

　D　職員聡の雰欝気：一人のボスの下で働く

　「上下的な縫孫∫か、講授間で共請して憂事を

　進める麗係か。睡．i4，3一鍍嚇

　そして、保畜欝という綾織を運営する燦の大入

瞬士（親、傑育者、経営者／の穰孫の讐質を含め

て彫絞される「その施設の雰翼気（搬鏡魏魏沁難謡

e韮醗畿eslというのは繕ら擁象麟なものではないむ

それはスタッフと子どもとの溝のあら麟る縫孫、

会議の質と量にまで浸透し影響しているものであ

る。」と運べ、さまざまなレベルの人麗麗係の特
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質が重合していることに涯意を喚起している。

（夢．i硲

　もちろん、〔蓋ri＆磁a寵W短毛eの羅究の繕譲は

イギリスの保育嶽についてのものである。保育鐵

の普及が数％ときわめて低く、公的保鳶獲がきわ

めて不駕している点や、保育の專耐性の評懸が低

く、慧本でいえばヂ認可外施設韮に当たるような

繰育懸が多い点など、「否定的縫係達が生まれる

背景を捉えておく必要がある。

　しかし、上蓋五の露r琶資erの提縫正した梓1鑑みを｛吏っ

て、アメ琴力合州羅とイギ琴スの保膏学校の比較

磯究もなされている（盆＆践紀膿畿緋。そこでは、

子どもの開題背嚢の統講様式が癖靉靆で異なって

お鯵、イギリスよ琴もアメリカ合擁羅において

「否定麟な縫係達が支醍的であったことが示され

ているの保育：における入聡鷺藻の質を分観するう

えで、考癒すべきひとつの方法として評懸できる

ように懇、われる。

3〉教錘6〉舞動における薄人蓬解のレベルと子ど

　もの被会的遵徳的行動の発達

　①カリキュラムによる「懸人建解」行動の差異

　この醗究（DeV罫ies，蛋盈聡y，＆Z繊i鶴里；

D醒r墨es，R総sε一Lε蟹鍛磁，＆Mo竃継i鱒i！は、

対蕪的な教欝観に立臆した三つの幼稚繕プ資グラ

ム（｛褻接的教授（盤rect一塗蕊r慧。媛。登、構造主義co簸鏡一

撮晦vist、砥糞的εc茎e緩む〉が、子どもの縫会的

な発達に与える影響を比較したもので、その中毛・

メンバーは、露らが購造主義かナキュラム（eo盤レ

澱ct擬st　c欝ric温簸鶏〉の擬発音である至〉eVriesで

ある。

　この養葺究善ま、さきに審召介したようにW絶i嚢盆rもら

による寿琴キュラム比較羅1究（孚難8翼逡薮／Sc（）茎｝e

P騰S嶺。鍼C凱ri磯麺螢St綴麟の結果一すなわち

直接教授型のカ》キュラムの保育を経験した子ど

もたちの歓会的精結約発達は、子どもの主導性を

認める購造主義的カリキュラムの子どもたちに比

べて、やや開題があるという藻告一を受け、よ善｝

精緩なデータでそれを裏付けようとしたものであ

る．We敷継tらの講究が後年の子どもの発達軟泥

を重暑標としたものであったのに糞書して、　この嚢弄究

は．幼稚瞬の教室の串で実隆1こ進行しているプ謄

セスを燐象にして、カリキュラムの差異を蟹らか

にしょうとするものである拳

　凝究の焦点は、教緬と子どもそれぞれの「煙太

理解（雛鱗錨G戯膿盤sもa掃墨鷺glのレベ絹

に向けられ．ている。（この「婦人蓬解のレベル」

という観念とその灘定方法は、対人・椿緒障害を

もつ子どもたちの治療過程の寧で得られた資料を

基にS繧類磁らが闇発したものである。Se重獲猛爆ま、

実書入業縁そテi麩の議i力を舞幾密さ雛疑鐙acダ｛人と経

験を共有する能が」と泊立性麟。盤騰y纏縫

の要求が互いに蝿宣するような献溌の中で、窪己

の要求を購確にし実現するために、警地の要求を

理解し、講塾し、交渉する能力Mの二つからな

るものとしたうえで、欝己の視点・要求と飽者の

視点・要求とをどれだけ理解し、調整しているか

という視点から、対人行動を次の醤つのレベルに

区分している。「レベル○：飽者を敵対者とみて、

自分の意思をカずくで強麟した琴、（あるいは逆

に1鞄考の意思1こ威1王され。屈験する、｛壷勧釣段踏葺

「レベナ鰹1雑考はコン搾一ルの蝿象で、霞己

の重患や要求を一方肉的に表覇する段購」「レベ

ル2：難者1ま説得の対象であ弩、地者の意思や要

求を考態にいれて、露分の重患との調整を懸る段

階葺レベル31絶者との織こ穏互選解構建を

追求する段欝謹（Se基盤農麟。〉

　饒Vriεsらは、この尺度を驚いて、教懸の子ど

もに対する行動（2響薦の保育分〉と、子ども瞬

士の行動纏人緩でのゲーム場難を実験的に設定

し、その場面の行動観察〉をビデオに記録し、そ

のすべてのや辱取診）を欝一ド化して分観を進めた。

そして、子どもに対する教縣の行動と、子ども講

士のや瞬と辱が、どれだけ穏手の視点や要求の理

解にたったものであるかを基準にして、上達の獲

つのレベルに延分して、教灘、子どものそれぞれ

の行動の対人理解の水準を評定している。

　その緩果は、DeV雛銘らの当；講の飯説が1まぼ実

羅されたものであった。
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　すなわち、「子どもたちが糧互にかかわること

が奨励されている共闘麟環境／郡構造主義のプ灘

グラム／の子どもたちに髭駁して、直接鶴教授の

プ資グラムの子どもたちは、教購からの一方海麟

な饑きかけ（レベ海蝕が大半を羨め、子ども講

士の縫会的な関わ琴が積極的1こ建罎づけられて雅

ない環境をふだん経験しているために、子どもの

対人響解が轟いレベルの背動（幼児の場合はレベ

ル2のものがそ農に当たる／発達は麟鰻されたも

のとなっている。購造主義のプ窪グラムにおいて

は、子どもたちが、教舞から業縁的な（レベル2

と3の責善人瑳解孝テ勤〉舞舞き力縄手を受曇取辱、子ど

もたちの義密さ、民主麟憲患決定、トラブルの自

説解決が奨励されている環境を経験していて、子

ども極瓦燈親しみや地者との交渉能力がよ13発達

する顧ぎ奪が認められる。」

　こうした結果を受け至〉eV薮esらは、「｛教懸と子

どもとの〉不平等な　（難｛兇εro脆O盤O鞍S〉　縫｛系の鉾｝

で、知識｛云達に焦点化したプ雛グラムが持つ人懸

関係的雰鑓気は、結果として子どもたちの対人遅

解を蟹塾レベルに留めることになっているのでは

ないだろうか涯と疑翼を投げかけ、直接的教授の

プ欝グラムは縫会的な発達を§標に掲げていない

けれども決して「極纏中立的（va短ε簸繊翻a雑

な力輩ナキュラム」ではなく、そこは「潜在的な社

会的道徳的かヌキュラム達が存産しているといえ

ると、きびしい撰1鵯を擁えている。のeV薮es，

震eese艶＆r簸e曇，＆厳or霧a擁，P．5鋤

　②保蕎のザ文騙と質の灘定

　この馨蚕究は、教嚢灘の子どもに女書するはたらきカ・

け鴛銚に表れた「封入難解のレベル淫を分鞣する

ことで、力琴キュラムのちがいによってクラスの

雰雲気が異なっていることを轡らかにし、｛建方で

は、それぞれのクラスの子ども韓土の関わ鯵（実

験的に設定された遊び場懸での対人行嚢1に表れ

た「対大饗解のレベル」を手がか弩にして、子ど

もの社会的道徳的発達に及ぼす力弓キュラム鵜効

果の差異を検鑑しょうとしたものである。子ども

の社会的発達に及ぼす脅リキュラムの影響の差異

i鶴7奪豊2毎

という論争的潤題に、クラスの準で進蒼している

教震毒と子どもとの秦§互｛乍耀のレベ／レでのゲ｝析睾こよっ

て癒えようとしたものである。

　しかし、この羅究に対しては、直接教授プ濃グ

ラムの麗発音であるGes艶臓縫鱒聾から、その

概究方法にかかわる本質的な撹彗灘・反譲が縫莚重さ

れてお辱、直接教授翠s構造主義のカリキュラムの

効果の優劣という譲争は継、続中と害わざるをえな

い。Gεst8鑓の撹肇1は、DeV喪sらが、幼発教育

にお診る「知的教官葺の雛除という　‘ピァジェ選

譲の誤った解毅に基づ⇔醜鍵から畠発している

点と、保育場面における知的教育にかかわる鞍懸1

のはたらきかけのほとんどをrレベル圭の対人選

解響動墜として低く評定している点の不当性に講

酵られている肇

　「狸）eVr艶sらの／　コードシステムは、直接的

教授や蟹裏主義の幼稚欝でなされる難的活動を蕉

当1こ考慮1こいれていない。ゼ子どものがんば諺を

ほめた弩、鍵した諺する選ぎ子どものi誤重りを講更

する塞のはレベル亙である。授業の串での教麟か

らの質幾は、難的な複雑さをもった姦盗なもので

あるのにもかかわらず、不当にも常に『テスト質

問遊（レベル玲としてコード建される。講みに

関する質驚や、むずかしい齪念に臠する幾単な説

醗も、レベ膨iである。・…しかし、次のような

大げさな／癒就。業ic温／質翼（下線翻／は、飽者

の要求に考欝しているとしてレベル2になる。

　教締：（子どもたちが片付けているところにやつ

　　　　てきて1まあ、すごくきれいにかたづい

　　　　たわね。あなたたち二人に、骸合ってい

　　　　るかな？

　教輝が子ど麟講士の幽来事に対する懲分の考え

方を話した場合には、不懇議な選震から、もっと

も対人遜解が高いとされるレベル3になる。たと

えば、

　教晒：（ある子が、鰭の子どもがやったことに

　　　　貌議しているところにやってきて／それ

　　　　はわざとやったの、そうじやないの？

　子ども：あの子がそうしたの。あの子がそれを

　　　　踏みつ鞭たんだ。



大憲葵雄1「課奮の質葺への入難幾孫譲的アプ膿一チ 77

　教癖：私には、彼女は、Kちゃんに（昼寝か嚇

　　　　起きるように言いに走ってきて、それで

　　　　見えなかったんだと患う諺ど難一一彼女

　　　　はあなたのゲームをわざとめちゃめちゃ

　　　　にしようとしたのではなカ｝つたと患う

　　　　わよ。

　にの教舞の発言をDεVr墨eslま、獺手の立場

にたって意見を遠べた垂ものとコード化し、レベ

ル3としているけれども／ここで教麟1隷露分樗考

えを達べ、何が狂しく醤がまちがっているかを違

べているのは瞬らかである。ここには（子どもと

の対等な／意見の交換は存在していな塾。ただ単

に、このや陰取触には知的な操作が含まれておら

ず、縫会麟な鐵来事が含まれているというだ鯵の

ちがいのように見える。」（夢．532／

　教麟が梅かを教えている場面の多くが、対人瑳

解の点で低く評定されるようなコードシステム、

すなわち、「教えるま行為察体が低騨紅彎入理解」

と評定される灘定方法は、覆接的教授力甥キュラ

ムにとって不公平なものであるだけでなく、簿か

を教えようとする教齢の意泌そのものを否定する

ことにつなオ§るという点で、幼隻三教畜の質の肇1定

システムとしては不適燐で1まないかと馳うGe鍵e膿

の概響眞ま、的を窮“ているように思われる。保育の

場における大鷺縫係を分蟹する場合には、その場

の「文賑婆な篭耳意麟」を緩み込むことが必要で

あることを、酸めて確認することができると思わ

れる。

　とはいえ、Geste騰の撹覇を受け入れた、鉱でも

なお、直接的教授カリキュラムに比べて、子ども

瞬士の鷲会的鍵わ毒を重幌するカリキュラムの教

錘の方が、子ども属圭の根互交流の場藏にかかわ

ることが頻繁にあるという事実は確認できる。そ

の結果、子どもにとっては「地者の観点・要求盛

を考癒することを求められるような機会が多くな

るであろうことも予灘できる。（ただし、‡受業的

場難以外のところで、癒接的救援の教編が、子ど

もに対して一方霧的な饑きかけが多いのかどうか

は、　このデーータオ》らは睾1舞蟹できなレ・ということは

事実である。／

　それ麟え、そのプログラムが握げる§纏や教育

観が教舞一子ども鍵係に特定の籐爽姓をもたらし、

それが結果として§標に合致した子どもの発達結

果に結び｛サいているという議講書ま、一一定の説室辱牲

をもっているように患われる。そして祇会的遵徳

的癒纏観にかかわらない、純粋に「知的能力達に

鰻定した教育を標ぼうしてきた壷接的教授プ欝グ

ラムが、（釜会麟道徳的に1懸纏準立雛なもので

はあむ得ないという擾1覇な、改めて教官にお酵る

目標の選蝦と》う嚢懇縫的意思決定の意練の大きさ

を示すものだといえるのではないだろうか。

4〉ヂ保育の質藩と子どもの共濁遊びの発達

　三番§に紹会する醗究（騒yss磯，緯瓢〉は、

デンマークの3ヵ所の保育センター虚段ycaでec登難

t礫を対象に、子ども（2歳、護畿、6議箆各欝

入／とその子に対する保育者の黙わ弩方を観察記

録（一入の子どもにつき2時隅の鶏録を3響ずつ／

し、「深青の質3についての考察を簾えたもので

ある。

　結果は、次の三点にまとめられてレ・る。

　まず第一は、子どもの保育者に対する要求は発

達ととも轟こ変でヒするということであった君　2歳雛

降の子どもたちは（乳箆難紅必要なl　l蕎動緯なコ

ミュニケーション以上のもの、つま吟、爽分たち

が行っている活動に対して、縫心と注意を向ける

ことを保管考に求めるようになるということであ

る。「大人が子どもの活婁きや子どもの開毛・内容に

興味と1主意を瞬i曇るならば、子どもは一屡能動釣

に、生き生きと薯舌勤する。・一・これとは重書翼銭的睾こ、

子ども壽童（大人の〉無髪雑毛魂こ懲会うとき、こうし

た熱心さは欠醸している。」（夢．毅讐霧

　第二の絃果は、3ヶ訴の保育センターの翼では、

子どもたちに対するケアの質が異なっていたとい

うことである。「第一一のパターンは、子どもの要

求・愚考・感精に対する高い共感牲と、子どもの

活動紅対して高》注意・勝心を陶けているという

点に特徴がある．さらに、子どもの意欲を引き識

す（墨総瞬el点に力を注ぎ、子ども講士の麗係
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を重視し、子ども；羅i鑑の遷解と共繕の活i勤に重要

性を与えている点に特籔があった。第二のパター

ンは、子どもに対する共感、注意、叢1心の抵さと、

子ども講士の大鷺麗孫や子どもの共隅の活動に対

してほとんど重！要難iを与えていないという点で特

籔がある。」〔夢．§8尋鱗

　そして先のG鍵簸蕪ら¢醗究と講じく、「この

いずれかのパターンが、そのセンターの全体を特

徴づ謬るものであった。それは、懸人盆夢erso麟こ

帰羅する特盤ではなかった。それは、一つの機縫、

そしてその機翼に働く全ての人々に共通するもの

であった．もし、新たな教轟め溝彗のノ｛ターンをもっ

ているとしても、彼1ますく臓こそのセンターのノ｛ター

ンに適癒するのである。」と搬書清している善（茎｝．99〉

　第三の結果は、保畜のパターンと子どもたちの

共瞬遙iびの麹には密接な経連オ鑑みられたというこ

とである。　違歳と6歳髪響の場合、　「共感的なケア

の下では、子どもたちは互レ縄こ楊手の要義を難き、

そして鰹の子どもたちからの勘霊を受け入れ、礎

案に興練を持つ。・…共感性の低いケアの下では、

子どもたちは麹の子どもたちからの提案にほとん

ど縫心を示さない。逆に、鞍は窪分の考えを押し

通そうとし、窪分の考えた役麟を実行するために

飽σ〉子どもたちを撰除しようとする」看獲肉がみら

れたとしている。ゆ．緯群雄聾

　このようにみてくると、この嚢究1ま遊びの進行

プ蟹セスに注彗することによって、子どもの詮会

釣縄係（能力／の質的な違酔を描き鐵すことに賎

聴しているように思われる。それと瞬時に、この

結果の解綬に当たって次のような見解を示してい

る点にも注意しておく必要があろう。「ケアと子

どもたちの活動との鷺連を還解する蔭に、それを

ケアの壼接的な結果として子どもたちの活勢を見

るのは余瞬こも単純すぎる。それはむしろ、その

センターの大入や子どもたちの翼で《乍られ、維持

され、伝えられてきたそのセンターの文乾の幾題

というべきである。文｛ヒ1ま、懸絶観、習縷、マナー、

室生会釣人諺舞穫1係など、つま辱ノ、覆審存茎蓋とはどのよ

うなものであるかという一つの概念によって、特

籔づけられながら形成されるものである。もちろ

豊鱒7隼i2鴛

ん、センターの教嚢妻たち毒まセンターの文でとに責書し

て、大きな責任を負っている。しかし実綬鶏題と

して、文化は、単に大人から子どもへ伝達される

だけでなく、そこにいる子どもたちによっても伝

えられるものである。達（診．i2鋳

まとめにかえて

　羨簿でみた三つの馨究は、いずれも、保育者一

子ども翼係が子どもの発達に大きな影響を与えて

いることを示唆している。そして、その関係の質

の高低は、旛設禰・プ壼グラム麹にも認められる

ものであって、保鳶者難1人の責任・資質に還元で

きないものであることを共通して捲摘している．

　ところで、このような歓；米の「保膏の質」講究

は、彗本においてどのように受けまめられるべき

であろうオ㌔単純に、弩呆育の質逢を計灘斑能な

も傷として決めてかか鞍、施設懇の質的差異を見

いだすことを§鶴にするような醗究は、よほど

「懸：質な保‘薄墨の存荻力憲予懇され。るとき鉄聾毒ま｛糞

垂であるべきであろう。

　必要なことは、課畜の質のゼ評懸i達ではなくて、

質のヂ維持・陶土」のための手段を縫線すること

にあるように患われる。「保蕎の質涯は、霞単｛立

で異な鯵、文化や§標選叛や畏主主義の建議度な

どによって規定されると達べてきたが、そのこと

を繰馨返し捲擁するだけでは、子どもの発達環境

としての弩呆育の質3が改善されるわけではな勧㌔

　8獄難r（欝雛1は、「保育羅で締がなされるかは

響1靉靆の目標毒こよって大きく影響され、擁莫舞の過

ちをどれだけ修駕するかは責無体鱗（の形態1に

よって決まる墜と違べ、質的に開題がある保育を

鯵蕉コント資一ルしていく意碧！決定体麟の幾題を

提起しているが、その燦に、たとえば保育者が幾

己の保育や子どもの要求をよ弩客観的に餐彗擁する

ための、観察ツールの驚発などにこれらの醗究成

果を活かしていく必要があるように思われる脅

（ig97年灘月§鬱憂遅）
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